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本日の内容

1. ソチ五輪におけるマイクロソフトのサービス
 トーチリレーWebサイト
 オフィシャルWebサイト
 モバイルアプリケーション
 ライブ配信＆ストリーミング配信
 フィールド管理システム

2. クラウド環境の活用とシステムアーキテクチャー
 システムに対する要求
 数値実績データ
 クラウド選択の背景
 クラウドシステムアーキテクチャー概要
 ライブ配信＆ストリーミング配信の仕組み

3. ソチ五輪の結果を元に東京五輪を考える
 視聴方法の変化
 規模の考察
 東京五輪に向けて必要なこと
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Sochi 2014 Winter Olympic & Paralympic Games 
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オフィシャルニュースリリース
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トーチリレーWebサイト

http://torchrelay.sochi2014.com/ 2013/10/5オープン（2日後国内リレースタート）



6

オフィシャルWebサイト

http://www.sochi2014.com/ 2014/1/7オープン（31日後ゲームスタート）



7

モバイルアプリケーション
iOS, Android

Windows Phone

BlackBerry
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ライブ配信 & ストリーミング配信

 Azure Live Streaming

 リアルタイムでの ビデオ エンコーディングとス
トリーミング

 1億人の視聴者

 アイスホッケーのアメリカ対カナダの準決勝は、
HD映像を210万人が視聴、95万人が同時視聴

http://www.nbcolympics.com/

http://www.nbcolympics.com/
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フィールド管理システム
 継続的で効率的なオリンピック運用のために、Microsoft Dynamics AX

ERPソリューションを導入
 競技開催に関わる管理のために、Microsoft Dynamics CRM と

SharePoint Serverを導入

財務会計、管理会計、物流、購買、人事、労務、雇用管理

35,000人がシステムを利用

 人員の到着～出発
 宿泊施設の管理

 800,000個の設備/備品
 36,000平方メートルの倉庫エリア
 1,200,000リットルの軽油
 3か月延べ18,500台のトラック

管理対象例

Hyper-V 上にサーバーを構築
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全体像

REST

ライブ配信 &

ストリーミング配信

ストリーミング配信

オフィシャル Web サイト

Web App Firewall & CDN

クロスプラットフォーム
プッシュ通知

モバイルアプリケーション

Microsoft Dynamics

ERP ＋ CRM + Portal

http://dev.voxmobile.com/wp-content/uploads/2011/03/android_logo.png
http://dev.voxmobile.com/wp-content/uploads/2011/03/android_logo.png
http://dev.voxmobile.com/wp-content/uploads/2011/03/android_logo.png
http://dev.voxmobile.com/wp-content/uploads/2011/03/android_logo.png
http://dev.voxmobile.com/wp-content/uploads/2011/03/android_logo.png
http://dev.voxmobile.com/wp-content/uploads/2011/03/android_logo.png
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システムに対する要求

オフィシャル Web サイト

モバイルアプリケーション

ライブ配信 &

ストリーミング配信

 スケジュールと結果、メダル情報

 アスリート情報などのリアルタイム配信

 動画ストリーミングや高解像度の写真の配信

 リアルタイムのニュース配信

提供するサービス

① “リアルタイム” の データ配信
② 100% の稼働（落ちてはならない）
③ 世界中からのアクセスに対応する

 世界中から分散した1億人の訪問者
④ ピークに耐えられること

 ピーク時は1秒間に10万ページアクセス

システムに対する要求
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数値実績データ

 期間中訪問者数：

1億人以上

 訪問者の多い国：

ロシア、USA, カナダ, ウクライナ、
フランス

 ピーク時の同時アクセス：

175,000 同時アクセス

 1秒間のリクエスト数：

秒間 90,000 以上

 繰り返し訪問者の動向：

5百万人は毎日訪問する傾向

 期間中に参照されたページ数：

5億ページ

 ページからのリクエスト数合計：

250億のクエリーリクエスト

 モバイルアプリケーション

6百万インストール

 MSのサポート体制：

24x7 オンサイトサポート

オフィシャルWebサイト

 ストリーミング：

HD品質 10,000時間

(バンクーバーオリンピックの3倍)

 提供チャンネル数：

204チャンネル

 ストレージ使用量：

100TB

 データ転送量 (元システム)：

35PB

 放送局数：

5放送局 (22か国に展開)

 データセンター：

6か所を使用

 稼働実績：

99.999%

 ピーク時の同時視聴：

95万同時視聴/1試合を210万人が視聴

- 史上最大を記録

(USA/カナダ アイスホッケー準決勝)

 1日のユニーク視聴者数：

1億人以上

ライブ配信 & ストリーミング配信
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クラウド選択の背景

日本とイギリスの

アクセス傾向比較

短期間に集中する

アクセス傾向

傾向

システム全体のダウン
が発生しない冗長構成

＋

必要条件

＝

クラウドを採用

世界各地の

データセンター
への分散配置

選択
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参考：Microsoft Azure Datacenter
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ライブ配信＆ストリーミング配信の仕組み

NBC ソチオリンピック ライブ配信 ワークフロー

1. オリンピック会場放送を取得:
IBC (International Broadcast Center)

から、26のフィードを受信

2. NBC Sports:
15のオリジナルフィードを追加
広告、ハイライト作成

3. アグリゲーション:
iStreamPlanet の設備を使用
してアグリゲーション
エンコーディング
Azure に転送

4. 取り込み:
字幕。広告の差し込み
1080p ライブエンコーディング

5. ストレージ と変換:
即座にアーカイブし配信
Smooth, HLS, HDS, MPEG-
DASH にて配信

6. Akamai CDN:
Azureから配信されたストリームを
分散キャッシュ

7. Adobe Player:
PC/モバイルでの再生
クライアントでの広告差込

エンコード
フォーマット

変換
コンテンツ

保護
オンデマンド

ストリーミング
ライブ

ストリーミング
分析アップロード

Azure
メディアサービス

メディアサービス
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2012夏 ロンドン

36競技-302種目

期間 17日+2日

2014冬 ソチ

15競技-98種目

期間 17日+1日

2016夏 リオ

2018冬 平昌

2020夏 東京
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視聴方法の変化

個人向け Mobile Device の更なる普及が進む（約 2倍）

組み込み型のデバイス普及（電車、車、サイネージ…）

6インチ以下のデバイスは Full HD を越える解像度が一般
的になる（コンテンツの高解像度化）

4K対応ディスプレイの普及

静止画だけでなく動画で認識する情報が増える（短い動画
の普及が急加速）

テキスト速報の活用が増える

プッシュ型の情報配信が大量に実施されるようになる

ユーザーは よりリアルタイム性を求めるようになる
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規模の考察

2012夏
ロンドン
36競技-302種目
期間 17日+2日

2014冬
ソチ
15競技-98種目
期間 17日+1日

夏と冬では？ 集中度：3倍 日本における集中率 : 200万人

2012夏
ロンドン
最高視聴率は女子サッカー 30.2%
2,000万人以上の視聴
情報入手としてのネットの広がり
→ Web 動画 10%, SNS 15%

ソチNBC - ピーク時の同時視聴：

95万同時視聴/1試合を210万人が視聴

- 史上最大を記録

(USA/カナダ アイスホッケー準決勝)

2014 – 2020
スマートフォン普及率 - 約2倍

端末普及による集中度：2倍

2012 – 2020
ライブストリーミング市場- 数百倍

ストリーミング市場：数百倍

開催国は最もアクセスが発生する
日本でのリアルタイム性に対する要求大

東京五輪は国内アクセス集中

2012 – 2020
4K / 8K ディスプレイ普及 – 2-8倍?

コンテンツ解像度：2倍～8倍？

2012夏 ロンドン

2014冬 ソチ

2016夏 リオ

2018冬 平昌

2020夏 東京
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東京五輪に向けて必要なこと

データセンター

 クラウド（予期せぬピークに対応できる仕組み）

 日本国内のデータセンター （配信と多重化）

 グローバル対応 （データセンター配置、言語）

 数百台～数千台のサーバーリソース

 リアルタイム性の追求

 大規模な24x7サポート

プロジェクト

 各社の技術の協力

 これまでのノウハウの活用が重要、人材

 3年以上前のプロジェクト本格スタート

 さすが TOKYO といわれるアイデア



21



22

マイクロソフトのキーとなる技術

Microsoft Cloud

業務アプリ

プロダクティビティ

プラットフォーム
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2020年に向けた技術の可能性
パートナー連携で可能性が広がる

デバイス
• スマートフォン、タブレット、ウェアラブル、組み込みシステム

• 多言語音声認識・合成、機械翻訳、NUI、AI (人工知能) システム

• アプリの多言語とマルチプラットフォーム対応

• 高精度空間位置情報・観光情報リアルタイム翻訳

クラウド
• 大規模大会運営インフラ

• 大規模高精細ビデオ配信

• 高度なサイバーセキュリティ

• IoT、統合監視・制御システム

• 機械学習による予測システム

Skype Translator – 2015年 日本語対応予定
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• クラウドにより持続的、社会の変化に柔軟に対応
• 国内地域・海外展開可能に

• アメリカ ニューヨーク市での事例
• スペイン バルセロナ市での事例
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NYC Situational Awareness Dashboard
都市全体の状況把握 - 情報を統合したダッシュボード

チャレンジ

 都市に何が起きているのか全体を把握
するために、いろいろなシステムや
Webサイトにアクセスしなければなら
ない。

 市民に影響のある危機を予測し、事前
に対処。市民が安心して暮らせる環境
の維持

ソリューション

 自治体内のデータ

市民問い合わせ、苦情データ

 パブリックデータ

天気サイトのデータ

交通サイトのデータ

 監視カメラ画像

繁華街、道路状況

 ネット上のデータ

ソーシャルネット

ニュースサイトのデータ
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バルセロナ市
スマートシティーの推進で人々の生活を改善
バルセロナはハイブリッド・クラウド・ソリューションで公共ビッグデータを分析

目的

•市民や企業のニーズを理解するため、バ

ルセロナは大規模なデータを蓄積・分析

する必要があった。

•ビッグデータとビジネス・インテリジェ

ンス・ソリューションのモデル構築

戦略

•パートナーのBismart社との協業により、

Microsoft AzureとSQL Server 2012で

ハイブリッド・ストレージ・ソリュー

ションを構築

•公開されたソースからのビッグデータを

分析

結果

•拡張性の高いビッグデータ・ツールとリ

アルタイムに近いビジネス・インテリ

ジェンス

•いつでも、どこでもアクセス

•生活の質の向上

•治安や健康の増進

•世界的な連携に拡張できるモデルを提供

 “Microsoft Azure、HDInsight、とSQL Server 2012によって、ソーシャルメ
ディアのデータフィード、GPSの信号、行政システムのデータからビッグデー
タを集積・分析し、リアルタイムに近いビジネス・インテリジェンスを得るこ
とができます。”
— Llius Sanz Marco, Director Información de Base en Institut Municipal 

d'Informàtica


